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【現場後代検定成績】

答 全国に通用する優良な県産種雄牛の作出が期待されており、牛
肉の生産性・品質向上を図るため、優秀な種雄牛を選抜しました。

問 本牛の特徴は？

畜産研究所 生産基礎技術研究室

【産子の枝肉】

問 研究のねらいは？

標準化育種価（SBV）とは？

育種価(遺伝的能力)を明確化した数値
１を超えるとその特徴を持つといえる

（単位：ｋｇ、cm²、ｃｍ）

答 脂肪交雑が歴代最高の成績であり、ロース芯面積にも優れている
ことから、肉質の改良に貢献することが期待されます。


